


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志賀･北部ブロック連絡会（志賀１０北部 13） 比叡ブロック連絡会（２８） 

◎福祉のイメージアッププロジェクト 

将来の福祉人材の育成を目指し、地域にある会員  

施設の情報と、学校に提供できる『施設の福祉学  

習・体験』を掲載した冊子づくりをすすめています。 

◎夜の子どもの居場所「フリースペース」 

 各施設職員の協力をいただく形で、新たに「フ

リースペースしんせい」として、10 月から居場

所づくりをスタートしました。 

中部ブロック連絡会（２０） 中南部ブロック連絡会（２１） 

◎「お仕事見学会」の開催 

支援を必要とする人や社会とのつながりが必要  

な人を身近な施設で受け入れることを見据えた 

企画で、まずは職員による見学会を実施しています。 

◎施設の資源の共有、社会貢献事業の検討 

施設で保有する資源（人・物・場所・災害）の

共有と助け合いの関係づくりと子ども110番の

取り組み等を検討しています。 

南部ブロック連絡会（１１） 東部ブロック連絡会（２５） 

◎施設同士の連携強化、社会貢献事業の検討 

施設同士の連携をさらに深めていくため、助

け合いの関係づくりと鍵預かり事業の検討をし

ています。 

◎夜の子どもの居場所「フリースペース」 

 同ブロック内で、すでに開催している「フリー

スペース」の活動報告を受け、新たに他の施設で

の開催に向けて検討をすすめています。 

 

大津市社会福祉協議会 施設連絡会 
 

福祉の分野を超えた“新たな取組み” 

これからの社会福祉は、制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、

地域住民や地域福祉を支える多様な主体が「我が事」として福祉課題をとらえ、人と人、人と資源が

世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに

創っていく「地域共生社会」の実現を目指しています。 

大津市社協施設連絡会は、平成 29 年 4 月 18 日に設立し、地域の社 

会福祉施設が、日常の業務（高齢分野・障害分野・保育・児童分野など） 

を超えて集い、地域の課題を共有する中で、福祉施設同士の“横のつな 

がり”を活かした取組みを推進しています。 

施設見学の様子 ■大津市社会福祉協議会施設連絡会の概要 

施設連絡会の事務局を大津市社協が担い、ブロッ

クを単位に情報交換や地域での新たな取組みをす

すめると共に、幹事会では各ブロック事業の共有や

課題などオール大津での連携を図っています。

◎加入状況 12８施設（H30.１２末現在） 

（分野別） 

高齢者 4２施設  障害者 4４施設 

保 育 33 施設  児 童 ５施設 

その他 ４施設 

オール大津：幹事会 
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事務局：大津市社協

（市社協ブロック担当職員が窓口） 

（図：施設連絡会連携のイメージ） 

■各ブロック連絡会での取組み状況 
（ ）内はブロック内の加入施設数 

（Ｈ30.１２末現在） 

ブロックでは、施設同士の“横のつながり”を深めていくため、施設見学や交流なども行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年には団塊の世代が７５歳以上になり、高齢者の人口がピークを迎えます。ひとり暮らし

の高齢者、高齢者夫婦世帯が増える中、若者の人口は減少が続きます。財源と担い手の不足により、

公的サービスだけでは、生活支援（見守り、外出支援、買い物、調理、掃除など）を必要とする高齢

者の暮らしを支えることが難しくなります。 

そのため、大津市社会福祉協議会は２０１６年度（平成２８年度）から、大津市の委託を受け「生

活支援コーディネーター」を配置し、みなさんが暮らす地域の課題や、その課題をささえる地域の資

源について、７つのブロックにわかれて共有する話し合いの場をもち、生活支援の活動と担い手の創

出について検討しています。 

また、高齢者が趣味やボランティアなどの社会的な活動に参加することが、高齢者自身の生きがい

となり、介護予防にもつながるため、高齢者が活躍できる場づくりを進めています。 

高齢者の「生活の困りごと」を

把握し、生活支援の取り組み

へ活かします。 

地域の「ささえ合い」や「高齢

者の活躍の場」を把握し発信

します。 

新たな「地域福祉の担い手」

の参画を呼びかけます。 

見守り活動共有化指針 ～地域で一緒に進めるために～ 

＜ ＞ が完成しました！！ 
大津市民児協連では、民生委員制度 100 周年記念事業として、平成 

29 年度「見守り活動共有化指針」を作成しました。この指針では、私 

たち民生委員児童委員を取り巻く社会の変化や大津市の現状を振り返る 

と共に、見守り活動や個人情報の共有方法に触れ、民生委員自身がもう 

一度「見守り」について考えるための冊子としました。 

今年度は、「見守り」を地域で共有し一緒に進めるための「地域普及 

版」を作成し、地域全体で見守り活動をするためのきっかけづくりに  （見守り活動共有化指針） 

なればと考えております。地域普及版は各学区社会福祉協議会会長や自治連合会会長にすでに共有 

しており、各学区で少しずつ広がっています。地域での共有にぜひご利用ください。 

お問い合わせは：大津市民生委員児童委員協議会事務局（大津市社協内） 

電話 ０７７－５２５－９３１６ FAX  ０７７－５２１－０２０７ 

 ささえ合いの地域づくり ～生活支援体制整備事業～ 

地域の見守り、居場所、ささえ合い活動などのご相談があれば、大津市社会福祉協議会「地域・ボ

ランティア支援グループ」までご連絡ください。 


